
 

今後の検討課題に関するまとめ（案） 

 

＜議論の枠組みイメージ＞ 

①まず、理念、哲学、理想像、スタンスといった「基本的な考え方」を“従来”のものか

ら、どう転換していくべきか。 

②上記の「基本的な考え方」のもとで、治水、利水、環境などの面で「具体的な方向」と

して、どんなことが考えられるか。 

③さらに、“各河川でのあり方”や“堤防の整備の方法”など、個別、具体の対応策として

何か考えられるか。 

 

 ＜従来＞  ＜転換後＞ 

①基本的な考

え方（理念、

哲学、理想

像、スタン

ス等） 

・人間中心 

・洪水期、渇水期を対象とした

計画 

・行政中心の整備 

・ 

・ 

 

 

 

 

 ・河川中心＋人間からの視点 

・平常時 

 

・市民とのパートナーシップ 

・ 

・ 

 

 

    

②具体的な方

向（治水、

利水、環境

面等での考

え方） 

・治水→直線 

一滴たりとも漏らさな

い 

・利水→がまんしない 

 

・治水、利水、環境の個別対応 

・ 

・ 

 

 

 ・蛇行、あふれることを許容、

土地利用規制で対応 

 

・がまんする、ライフスタイル

を変える 

・治水、利水、環境のバランス、

総合化 

・ 

・ 

    

③個別項目、

対応策 

淀川、本川の構造 

・ 

・ 

・ 

 

 

 

 

 

 川＋まち、人の暮らしのあり方 

・ 

・ 

・ 
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